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いもち病の被害第１章
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いもち病がイネの収量、品質に及ぼす影響は、発生面積が広く、減収

程度が高いことから、全県的規模で問題となる。これは他のイネ病害虫

の比ではない。局地的に見れば、ウンカの発生や、冠水に伴う黄化萎し

ゅく病など深刻な被害もあるが、いもち病に比べれば問題とならない。

それだからこそ、古くからの記録もあり、研究の業績も他病害虫のそれ

よりもはるかに多いのである。

例えば東北・北海道地域の病害虫研究者や、病害虫防除所職員等で組

織する北日本病害虫研究会において、今日までに発表された演題数を拾

ってみると、第１号（１９５０年発行）から第４４号（１９９３年発行）まで、

４４年間の集計では、イネの全病害発表数７６８題のうちイネ病害一般３０、

いもち病４１５、紋枯病５２、赤色菌核病等いわゆる疑似紋枯病関係７、

小粒菌核病２２、ごま葉枯病２４、苗立枯（苗腐敗）等６１、苗立枯細

菌・もみ枯細菌病（自葉枯）等３５、ばか苗病１９、いなこうじ・すみ黒

穂病（葉しよう褐変、黄萎病）３２、その他７１題となっている（会報総

目次１～３号登載以後は、演題名からの私の判断で類別、または１～３

号を含めて少数題を一括したものもあるので、若干の誤差があるかも知

れない）。これをみると、いもち病関連の発表数割合は、全体の５４％に

も達し、発表の半数以上がいもち病の生理、生態、抵抗性、防除などの

研究結果で占められていることになる。他ブロックの研究会誌（例：北

陸、関東病害虫研究会報など）や日本植物病理学会々報においてもほぼ

同じ傾向にあると言えよう。

前記のように東北を含む各地において、いもち病がイネ病害の中で、

最も重要な地位にあることがわかる。

その理由は申すまでもなく各種病害虫の中で、収量と品質に与える影響が

最大であって、その発生の多少は、減収（農家収入滅）に直結するからである。

東北地方の作況指数は、過去１３年間（１９８３～１９９５）のうち６回が

１００を下廻っており、したがってほぼ２年に１回、即ち隔年毎に不作に
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見舞われ、稲作にとっては不安定な地域であるとみることが出来る。こ

のことは古い時代と大きな違いはなく、近代の稲作技術を駆使しても避

けられない難題なのかもしれない。

１９８３年（昭５８）９８、１９８８年８５、１９８９年９８、１９９１年９１、１９９３年５６、

１９９５年９６の作況指数のうち、１９８８年、１９９１年、１９９３年、１９９５年

はそれぞれいもち病の多発生によるものであり、うち１９９３年は長期間

の低温による出穂遅延と登熟阻害による冷害であって、さらにいもち病

の激発によってもたらされた現象であり、１００年に１回あるか否かとも

いわれた大凶作であった。その惨状は未だ記憶に新しいものがある。こ

のように東北地方の作況は、低温による冷害といもち病の併発、或いは

いもち病の激発（夏期の多雨、低温に原因するが）によって左右された

ものであり、そのことは古い時代も今日でも少しも変わらない状態であ

る。

いもち病による損害は、一般には穂いもちによる穂の枯死、穂軸の折

損、登熟阻害等直接的な損害によるが、葉いもちにおいてもズリコミい

もちにみられるように、イネの生育阻害、株の枯死、生育量の減少、遅

延、弱小穂の形成等によって減収、品質低下の被害が著しい。また、葉

いもちの後期発生では、出穂期に近接していることによる伝染源の増加

と供給から、穂、節いもちの多発生を招く結果となり（１９８８年はその

好例である）、従って葉いもちと穂いもちを分けて収量、品質等の関係を

論じてみることは不可能である。とくに東北地方のいもち病発生は、い

わゆる「東北型」と呼ばれるように、葉いもちの盛期と出穂期（穂いも

ち感染期）の接近から、葉いもち発生の多少がストレートに穂いもち発

生量に反映する特徴をもっている点で注意しなければならない。

マクロにみていもち病発生でどの程度作柄に影響したか、東北地方及

び岩手県が他地域と異なる点は何か等につき、農林水産省統計情報部か

ら公表された作物統計からその概略を解析してみよう。過去１３年間



8

（１９８３～１９９５）では前半の１９８６年から１９９１年までは減反の強化で作

付面積が減少し、全国で２,３１８,０００haから２,０３３,０００ha（１９８５年

→１９９１年）に、同様東北地域で５７２,２００haから５１９,５００haに、岩手

で８２,５００haから７４,０００haになった。その後１９９２年から１９９４年ま

で減反緩和措置でそれぞれ２,２００,０００ha、５５６,０００ha、７９,８００ha

に微増したが再び減反強化措置で１９９５年には２,１０６,０００ha、５３７,９００

ha、７６,５００haに減少した。１９８３年から１９９５年まで１３年間の単純平

均による年平均値は、全国作付面積は２,１５７,４６１ha、東北５４２,１３８

ha（全国面積に占める割合２５.１％）、岩手県７７,６６９ha（東北地方面

積に占める割合１４.３％）となる。これから東北地方のイネは全国水稲

面積の約1/4に当る２５.１％を占め、総収量ではそれを上廻る２７.４％

を示して、収量レベルが他地域より高いことを物語っている。したがっ

てその豊凶は、わが国のコメ需給に与える影響は大きい。そして東北地

方の豊凶は前述したようにいもち病の多少によって決まるケースが多い

ことに注目しなければならない。

東北各県の作況をみると、指数の差異は若干みられるものの高低年度

はほぼ同一であるから、その要因もほぼ同じとみて差支えない。状況は

ほぼ同様である点にも注目しなければならない。いもち病発生状況、原

因等にも大差はない。ここでは岩手県の例でそれをみてみたい。

毎年の総収量、被害総量、被害原因別には気象災害と病害に分けて公

表されているから、それを全国、東北、岩手別に集計して年平均値で比

較した。

被害総量が総収量の中で占める割合は、全国１０.３％、東北１３.０％、

岩手１４.６％となり、東北地方は冷害等の影響で全国平均よりも被害を

多く受けやすいこと、同様に岩手は東北平均よりも高い割合を占めてい

ることがわかる。要約すると生産の安定を阻害する要因か多いことを意

味している。
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気象被害が全被害量の中に占める割合は、全国６２.８％、東北７７.２％、

岩手８２.６％となり、東北地方は全国を上廻り、岩手はさらに東北地方

のそれを上廻り、気象災害の比率は北国ほど大きいことがわかる。

病害による被害量が全被害量の中に占める割合は全国２８.９％、東北

２０.６％、岩手１７.２％で、気象災害の比率が高い分、低率となってい

ることは当然である。

この病害のうちでいもち病の被害の占める割合をみると、全国５９.７％、

東北８４.４％、岩手９０.７％であり、東北地方はいもち病による被害が

約８割を、さらに岩手では９割を占め、被害の大部分はいもち病の発生

によってもたらされる損害であることがわかる。

病害の発生相は、西南暖地ほど多種で複雑、北は少種単純である。西

南暖地は紋枯病をはじめ細菌病類、ウイルス病など多種の病害発生があ

って、相対的にいもち病の被害率が低い。それに対して東北地方、とく

に岩手県ではいもち病の被害が主体の単純なものであり、いわぱいもち

病の一極集中と言うことか出来る。このほか暖地はウンカなど害虫によ

る被害も多いが、統計では「虫害」として別項目扱いとなっていること

から、ここでは対象外とした。なお参考までに付記すると岩手県の害虫

による被害は、１９９０～１９９５年の（６ヵ年平均で１１６.５tであり、同期

のいもち病被害量１１,８３０t（６ヵ年平均）のそれに比して１/１００以下

である。このことからも明らかなように、病害虫による損害防止は、ま

ずいもち病防除の徹底を図ることに終始することでよいと思われる。
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表１. 近年１３ヵ年の水田作付け面積並びに作況（農水省作物統計）

年 次

全 国 東 北 岩 手

水田作付面積

ha

作況

指数

水田作付面積

ha

作況

指数

水田作付面積

ha

作況

指数

1983年（昭58） 2,246,000 96 557,000 98 80,200 99

84 2,290,000 108 565,000 108 81,200 109

85 2,318,000 104 572,200 108 82,500 109

86 2,280,000 105 566,200 104 81,500 107

87 2,123,000 102 528,400 104 75,600 107

88 2,087,000 97 521,300 85 74,600 85

89 （平1） 2,076,000 101 523,700 98 74,500 100

90 2,055,000 103 521,200 104 74,400 106

91 2,033,000 95 519,500 91 74,000 90

92 2,106,000 101 534,000 100 76,000 100

93 2,127,000 74 544,400 56 78,300 30

94 2,200,000 109 556,900 107 79,800 110

95 2,106,000 102 537,900 96 76,500 96

平 均 2,157,461
542,130

全国比25.1％

77,623

東北比14.3％
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表２. 同気象災害、病害による被害量（農水省作物統計）

表３　同気象災害、病害、いもち病による被容量の割合（農水省作物統計）

●参考文献

農林水産省統計情報部：作物統計（１９８３～１９９５）

項 目
収穫量

（比率） t

被害量

t

左のうち気象災害

による被害量 t

同病害による

被害量 t

左のうち、いもち

病による被害量 t

全 国 10,551,615 1,083,792 681,007 313,253 187,107

東 北
2,844,230

（全国比27.0％）
369,692 285,530 76,046 64,184

岩 手
377,853

（東北比13.3％）
55,256 45,625 9,477 8,595

項 目
被害量

×100
収穫量

気象被害量
×100

全 被 害 量

病害被害量
×100

全 被 害 量

いもち被害量
×100

病害被害量

全 国
％

10.3
％

62.8
％

28.9
％

59.7

東 北 13.0 77.2 20.6 84.4

岩 手 14.6 82.6 17.2 90.7
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